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公述人；東京事務局 長谷智喜 群馬事務局 黒崎陽子

第１１次交通安全基本計画は、人命尊重の理念が強調され良い記載であると考えます。

しかしながら、意見申込みの記述のとおり、交通弱者にたいする対策は、従来通りの注意喚
起とした自助努力が主体であり、理念の実効性、国民の思考を人優先に導く計画や人優先
の道路環境システムの構築としては、不十分であると考えます。

つきましては、本格的な人命優先・人優先の道路環境整備を推し進めていただきたく、それら
の項目について意見を述べさせていただきます。

■中間案では、対人事故防止における実効性の高
い対策が乏しいと感じております。日本では、歩行
者等の事故比率がとても高く、信号交差点では、理
不尽かつ凄惨な事故がいまだ後を絶ちません。
歩行者用青信号は、子どもたちも親に言われ、先
生や警察の指導を受け、国の指示に従い、自らの
命を守るために選んで横断する場所です。しかし日
本の信号運用は、システムとしての安全性が乏しく
、車の危険から逃れるすべがありません。
理由は、横断者の注意能力を超えた3つの危険が
存在するからです。そのため毎年定率で青信号の
巻き込み事故で命を奪われる犠牲者があとを絶ち
ません。それは、やはり「人は、ヒューマンエラーを
犯す動物である」とした前提ではない信号運用をし
ているためであると考えます。

■2001年、渡英したロンドンの交通省との面談では、「我が国では、歩行者用信号
のある交差点は、全て人と車が分離される６通りの基本設計があり、それを道路状
況合わせ使用している」とのことでした。英国は、すでにその頃には、全て人と車を
分けて流す信号です。交通省で頂いた信号運用の基本設計図を次葉に添付します

信号交差点では、ドライバーのエラーを未然に防ぐため、人と車を分けて流す、歩車分離信号が最も効果
的であることは周知のとおりです。これは、多くの国民も知るところであり、その普及が望まれます。
現在は、国も歩車分離信号の推進を進めているところであると認識しておりますが、本年３月末現在の設置
数は9577基であり、信号機全体の4.6％にすぎません、また年間の増加数は、192基にとどまっており、人命
尊重の理念すら揺らぎかねないものと感じております。なお、歩車分離信号は、対人事故防止の効果だけ
でなく、歩車分離信号と表示されたプレートやその増加率は、基本計画で謳っている国民の人優先の思考
を強く後押しすることに資すると考えます。歩車分離信号の記述では、普及の数値目標の記載や、通学路

における歩車分離信号推進をゾーン３０の大幅な推進と共に記載し、人命尊重の
姿勢をさらに強く打ち出して頂きたいと思います。

2001年ロンドン交通省にて



英国交通省使用 信号交差点の基本設計図 １
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英国交通省使用 信号交差点の基本設計図 2
人命優先の思想

小規模交差点 日本では右左折車両分離式同様の信号運用
図は、縦方向、右左折禁止、横方向右折禁止の道路

※日本と英国の車の流れを見る考え方の違い
日本では、十字路の場合、一般的に車の流れを縦横の２つの流れと捉えるが、英国では、縦
の流れは、上下の流れと右折と左折の流れ、横の流れは同様に左右の流れと右折と左折の
流れ、合計１２通りの流れがあると考え、歩行者の安全には、その一つ一つの流れを見極め、
車の来ない時間帯を設けて青信号を灯火する。
英国は一方通行が多いいが、国も国民も利便性や効率より人の命の安全を重視している証。
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人命優先の思想

丁字路の交差点
丁字路では、交差点中央に交通島を設け、歩行者には順番に車の流れを止めた時点で、
歩行者用信号を青にする。交差点では、常に交差点内で人と車が流れている
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双方向道路
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英国交通省使用 信号交差点の基本設計図 4
人命優先の思想

中規模の交差点

主道路内の中央に交通島を設ける、ここでは車の流れを上下に２通り、左右で２通りの四
つの流れととらえ、個々の流れを別々の時間帯で制御する。歩行者は一度目の信号で交
通島まで横断し、そこでクランク状に歩行し次の信号に向かう、ほどなくして車の流れが止
まり横断。二段回目で道路の横断を完了する。
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英国交通省使用 信号交差点の基本設計図 5
人命優先の思想

大規模の交差点
大規模交差点では、１６通りの車の流れに応じ、基本設計の１から４
を組み合わせ対応する。常にどこかで車が流れ、どこかで人が流れて
いる。
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英国交通省使用 信号交差点の基本設計図 ６

人命優先の思想

どうしても車の流れを止められない交差点
日本では、このような交差点に対し、歩道橋や地下道等で対応しているが、英国では
、横断歩道を交差点から離して設置する。

この方式は、日本では、歩行者の利便性を損なうため、賛否両論あると思われるが、
信号交差点内では、徹底した人命優先、歩行者保護の姿勢がうかがえる。



③ ドライバーへの歩行者保護の教育の徹底、広報の強化ついて

資料２

④ 全ドライバーへ、事故防止、分析、証拠等に有効なドライブレコーダーの
普及を促す
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■ 第１１次計画の重点施策の一つとしてドライブレコ
ーダーの普及が掲げられています。大変良いことであ
ると考えます。掲げた理由は、事業活動に伴う交通事
故防止を推進するためです。たしかに、ドライブレコー
ダーのもつ特性説明にもあるように、運転者のへの交
通安全教育や運転管理等に資するものと考えます。
しかし、それ以上に事故の衝突時に、その状況を克明
に捉えるものとして、交通事故の見分で有効な判断や
証拠材料になるものと考えます。
■この機器が、今日に至る普及の陰には、事故の真相
を知りたいと苦しんだ遺族の開発の歴史があります。特
に、被害者死亡交通事故では、多くの遺族が事故の真
相がわからず、いまだ納得のいかない結果に苦しんで
います。今般の計画では、被害者支援の充実と推進が
重点項目に謳われています。機器の普及は交通事故
防止及び被害者支援に資すると考えられます。
ドライブレコーダーの普及促進では、運行業者のみなら
ず、一般車両へも推進すべきであり、その義務化を促
すよう、記載強調されることを検討願います。

要因がニュースにも取り上げられていますが、基本的には運転手に、歩
行者保護の意識を芽生えさせ、法令遵守の意識改革をさせなければな
らない問題です。しかし、我国では「子供がお辞儀をしているからが原因
では？」と考える車優先的な思考から抜け切れていません。
長野県では、歩車分離信号の設置率も突出して全国１位であり、その他
歩行者保護の立場に立った思考の反映が一因であると考えます。
また、まだまだ、全国平均率が21％と低いものの、この上昇成果の発
端は、お辞儀ではなく歩行者からの視点で、ソフトに車社会に疑問を投げ
かけたＪＡＦのキャンペーンにあると思っています。
歩行者の注意とは、車の危害から身を守るための注意であり、車の注意
とは、自らはもとより、他人の命を奪わないとする注意です。
基本計画では、ドライバー向けに横断歩道での法令遵守、歩行者保護を
徹底させる教育や広報の実効性を高める記述等の強化を願います。

現在は事故の真相を見つめる目と
なれるドライブレコーダー

■ＪＡＦの調査から、日本では、歩行
者がいても横断歩道で車が止まらな
い実態が浮き彫りにされ、社会問題
となっています。２０１６年の調査では
、車の止まる率が7.6％、５年後の調
査では全国平均率が、21％に上昇し
たものの、依然として車は止まりませ
ん。一方、止まる率が高いのは、当
初から長野県で、72.4％です。

横断歩道で止まってくれる
県別ランキング(全国平均21％）

１ 長野 72.4％

２ 兵庫 57.1％
３ 静県 54.1％

１ 宮城 5.7％

２ 東京 6.6％
３ 岡山 54％

ベスト３ ワースト３

２０２０年 ＪＡＦ調査

２０１６年年 ＪＡＦ調査 キャンペーン

交差点事故を
見つめ続けた遺族

事故鑑定の第一人者たち
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